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令
和
４
年
度
の
宮
城
県
芸
術
協
会

定
時
総
会
と
役
員
改
選
に
伴
う
第
２

回
理
事
会
が
５
月
21
日
、
仙
台
市
福

祉
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
が
高
止
ま

り
気
味
の
中
、防
止
策
を
講
じ
つ
つ
、

通
常
の
形
式
で
実
施
し
た
。
総
会
で

は
新
役
員
（
理
事
・
監
事
）
の
選
任

な
ど
２
議
案
を
可
決
。
役
員
の
承
認

を
受
け
て
、
総
会
直
後
に
開
か
れ
た

理
事
会
で
、
吉
田
利
弘
理
事
（
絵
画

部
）
を
新
理
事
長
に
選
出
し
た
。

理
事
会
に
は
理
事
16
名
と
監
事
２

名
が
出
席
。
理
事
長
選
挙
は
全
理
事

を
対
象
に
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
総
括

担
当
執
行
理
事
を
務
め
て
い
た
吉
田

氏
が
１
回
の
投
票
で
過
半
数
を
獲
得

し
た
。
執
行
理
事
は
理
事
長
を
除
く

理
事
16
名
を
対
象
に
「
５
名
連
記
」

方
式
で
投
票
を
行
い
、
理
事
長
選
同

様
、
１
回
の
投
票
で
名
簿
の
通
り
選

出
、
芸
協
を
け
ん
引
す
る
常
任
理
事

会
の
新
た
な
陣
容
を
決
め
た
。

難
し
い
時
代
の
か
じ
取
り
役
を
担

う
吉
田
理
事
長
は
「
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
。
監
査
報
告
書
に
示
さ
れ
た

通
り
課
題
は
明
白
。
画
餅
に
帰
す
こ

と
の
な
い
よ
う
、
心
を
一
つ
に
取
り

組
み
た
い
」
と
、
決
意
を
語
っ
た
。

理
事
会
に
先
立
っ
て
開
か
れ
た
総

会
で
は
、
司
会
の
吉
田
執
行
理
事
（
当

時
）
が
委
任
状
提
出
を
含
め
て
出
席

者
が
１
１
９
９
名
で
、
総
会
成
立
の
定

足
数
（
会
員
１
８
４
３
名
の
過
半
数
）

を
満
た
し
て

い
る
こ
と
を

報
告
。
雫
石

隆
子
理
事
長

（
同
）
の
あ

い
さ
つ
に
続

い
て
、
金
澤

孝
一
会
員（
文

芸
部
）
を
議
長
に
議
事
を
進
行
。
理

事
会
で
承
認
済
み
の
令
和
４
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
を
報
告
し
た
。

議
案
は
第
１
号
「
令
和
３
年
度
事

業
報
告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て
」、

第
２
号
「
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
」

の
２
件
。
第
１
号
議
案
は
既
に
理
事

会
で
承
認
さ
れ
、
岡
本
勝
監
事
（
文

芸
部
）
が
佐
藤
光
郎
監
事
（
絵
画
部
）

と
の
調
整
に
よ
り
代
表
し
て
、
適
正

に
執
行
さ
れ
て
い
る
旨
の
監
査
報
告

を
行
っ
た
。
質
疑
、
採
決
の
結
果
、

２
議
案
は
可
決
、
承
認
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
が
依
然
終
息
せ
ず
、
常

軌
を
逸
し
た
大
国
の
隣
国
へ
の
侵
攻

が
続
く
中
、
諸
事
業
に
携
わ
る
折
々

に
、
理
事
長
の
責
任
の
重
さ
を
実
感

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

芸
術
文
化
の
送
り
手
と
受
け
手
の

交
流
は
、
人
の
心
に
感
動
や
安
ら
ぎ

の
風
を
注
ぎ
、
希
望
へ
と
向
か
わ
せ

る
精
神
的
活
動
と
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
が
豊
か

な
感
性
を
育
み
、

生
き
る
勇
気
を
呼

び
起
こ
し
、
人
が

人
ら
し
く
生
き
る

た
め
の「
心
の
糧
」

に
な
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

以
前
に
も
触
れ

ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
イ
タ
リ
ア

の
病
院
屋
上
で
日

本
人
女
性
が
奏
で

た
バ
イ
オ
リ
ン
の

音
色
に
、
そ
し
て
仙
台
市
内
で
も

度
々
催
さ
れ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
の

演
奏
会
に
、
癒
し
と
共
鳴
の
心
が
響

き
合
い
、
芸
術
文
化
の
持
つ
力
の
大

き
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

本
協
会
は
12
の
部
門
、
１
８
０
０

余
名
の
正
会
員
を
有
す
る
大
き
な
組

織
。
１
９
６
４
年
に
発
足
し
、
間
も

な
く
創
立
60
年
を
迎
え
ま
す
。
宮
城

県
の
芸
術
文
化
の
振
興
発
展
は
、
諸

先
輩
の
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
大
で
ご

ざ
い
ま
す
。
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

引
き
継
い
で
、
更
な
る
飛
躍
に
寄
与

し
て
い
か
ね
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
本
協
会
は
社
会
の
縮
図
の

よ
う
な
も
の
。
当
然
、変
化
を
免
れ
ず
、

会
員
数
の
減
少
、
高
齢
化
、
事
務
所

ビ
ル
の
老
朽
化
、
職
員
の
労
働
環
境
の

整
備
等
々
、
具
体

の
事
実
と
し
て
顕

在
化
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

こ
う
し
た
現

況
を
会
員
全
体

で
共
有
し
、
課
題

の
克
服
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考

え
ま
す
。
も
と
よ

り
、
現
状
を
改

善
し
つ
つ
も
、
培

い
育
ん
だ
、
そ
の

良
さ
を
生
か
す

道
も
探
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

時
勢
、
芸
術
文
化
に
対
す
る
再
評

価
の
風
も
吹
い
て
お
り
ま
す
。
潮
流

を
が
っ
ち
り
引
き
寄
せ
る
構
え
で
、

そ
の
価
値
を
内
外
に
示
し
て
い
く
使

命
を
果
た
す
べ
く
、
些
事
も
受
け
止

め
な
が
ら
、
確
か
な
経
営
に
臨
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
新
役
員
（
敬
称
略
。
太
字
は
初
。

カ
ッ
コ
内
は
所
属
・
担
当
）

【
理
事
長
】
吉
田
利
弘
（
絵
画
）

【
執
行
理
事
】
佐
藤
皖
山
（
総
括
、

邦
楽
）、
西
村
一
観
（
事
業
、
華
道
）、

若
柳
梅
京（
同
、舞
踊
）、佐
藤
淳
一（
財

務
、
彫
刻
）、
菅
原
宗
初
（
同
、
茶
道
）

【
理
事
】
及
川
英
之
（
絵
画
）、
浅

野
治
志（
工
芸
）、太
田
蓮
紅（
書
道
）、

加
納
鳴
鳳（
同
）、熊
井
雅
美（
洋
楽
）、

篠
沢
亜
月（
文
芸
）、西
恵
美
子（
同
）、

清
水
道
玄
（
茶
道
）、加
藤
友
一
（
写

真
）
＝
以
上
各
部
推
薦
＝
、
一
力
雅

彦
（
学
識
経
験
者
）、亀
井
文
行
（
同
）

＝
以
上
理
事
会
推
薦
＝

【
監
事
】
岡
本
勝
（
文
芸
）、
佐
藤

光
郎
（
絵
画
）
＝
以
上
理
事
会
推
薦

新
理
事
長
に
吉
田
氏
（
絵
画
部
）

新
理
事
長
に
吉
田
氏
（
絵
画
部
）

任
期
満
了
、
理
事
会
で
投
票
選
出

任
期
満
了
、
理
事
会
で
投
票
選
出

直
前
の
定
時
総
会
で
新
役
員
承
認

直
前
の
定
時
総
会
で
新
役
員
承
認
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本
年
度
第
２
回
理
事
会
で
、
新
執

行
理
事
５
名
が
選
出
さ
れ
た
。
う
ち

新
任
は
２
名
。経
験
豊
か
な
重
任（
再

任
）
の
３
名
と
と
も
に
常
任
理
事
会

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
新
理
事
長
を
支

え
、
結
束
し
て
組
織
全
体
の
運
営
に

当
た
る
信
頼
の
厚
い
布
陣
。
手
腕
に

期
待
も
高
ま
る
。
協
会
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
わ
り
、
組
織
の
高

齢
化
も
進
む
。
諸
課
題
に
立
ち
向
か

う
各
執
行
理
事
に
抱
負
を
聞
い
た
。

「
今
を
生
き
切
る
」
気
持
ち
で

佐
藤
皖
山
執
行
理
事
（
総
括・邦
楽
）

執
行
理
事
に
就
任
し
て
５
年
目
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
活
動
自
粛
を
続

け
て
き
ま
し
た
が
、
昨
今
、
明
る
い

兆
し
が
見
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。「
こ

れ
か
ら
の
芸
術
文
化
」
を
深
く
掘
り

下
げ
、
各
部
門
と
切
磋
琢
磨
し
、
共

に
高
揚
す
る
術
を
探
る
。「
真
の
芸
」

を
求
め
る
の
は
今
し
か
な
い
。「
今

の
今
を
生
き
切
る
」
と
い
う
気
持

ち
で
任
期
を
全
う
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
、
対
応
を
模
索
　

若
柳
梅
京
執
行
理
事
（
事
業・舞
踊
）

こ
の
度
、
執
行
理
事
を
拝
命
し
、

芸
術
協
会
の
歴
史
と
先
人
の
想
い
を

改
め
て
実
感
し
て
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。
宮
城
県
芸
術
祭
を
は

じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
、

「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
」
に
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
べ
き
か
模
索
を
重

ね
な
が
ら
、
協
会
の
60
周
年
に
向
け

て
微
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

心
を
温
め
る
光
と
な
る
活
動
を
　

佐
藤
淳
一
執
行
理
事
（
財
務・彫
刻
）

仙
台
で
の
初
個
展
開
催
の
折
、
故

土
屋
瑞
穂
先
生
か
ら
芸
協
に
お
誘
い

い
た
だ
き
、
以
後
40
年
、
運
営
委
員
、

部
長
、
理
事
と
し
て
公
益
法
人
化
の

お
手
伝
い
に
も
関
わ
り
、
今
回
、
執

行
理
事
と
し
て
協
会
万
般
の
運
営
に

加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

地
域
の
芸
術
活
動
が
、
人
々
の
心
を

温
め
る
光
と
な
り
続
け
る
よ
う
、
皆

さ
ま
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

60
周
年
に
向
け
心
に
残
る
年
に
　

菅
原
宗
初
執
行
理
事
（
財
務・茶
道
）

財
務
担
当
は
３
度
目
。
令
和
３
年

度
決
算
が
ま
ず
ま
ず
だ
っ
た
こ
と
に

安
堵
し
て
お
り
ま
す
。
諸
事
業
に
お

け
る
各
部
の
真
摯
な
対
応
の
賜
物

で
、
会
員
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
当
協
会
が
抱
え

る
難
題
は
山
積
み
で
す
が
、
今
任
期

も
気
を
引
き
締
め
、
創
設
60
周
年
記

念
事
業
に
向
け
て
、
お
力
添
え
を
い

た
だ
き
、
心
に
残
る
年
に
な
る
よ
う

盛
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

５
月
21
日
の
理
事
会
で
、
前
理
事

長
で
文
芸
部
に
所
属
す
る
雫
石
隆
子

さ
ん
（
仙
台
市
）
の
名
誉
会
員
へ
の
推

薦
が
承
認
さ
れ
、本
人
の
承
諾
に
よ
り
、

就
任
が
決
定
。前
執
行
理
事（
洋
楽
部
）

の
渡
部
勝
彦
さ
ん
（
仙
台
市
）、
前
理

事（
茶
道
部
）の
岡
崎
宗
豊
さ
ん（
同
）、

前
理
事
（
書
道
部
）
の
建
部
恭
子
さ

ん
（
多
賀
城
市
）、
元
理
事
（
同
）
の

雫
石
前
理
事
長
、
名
誉
会
員
に

参
事
に
渡
部
、
岡
崎
、
建
部
、
千
葉
、
坂
内
５
氏

千
葉
蒼
玄
さ
ん
（
石
巻
市
）、
前
理
事

（
文
芸
部
）
の
坂
内
佳
禰
さ
ん
（
仙

台
市
）
の
参
事
就
任
も
決
ま
っ
た
。

雫
石
さ
ん
は
、
川
柳
の
普
及
、
発

展
に
尽
力
。
一
般
社
団
法
人
当
時
か

ら
役
員
を
担
い
、
公
益
社
団
法
人
移

行
後
、
執
行
理
事
に
選
出
さ
れ
、
平

成
30
年
か
ら
２
期
、
４
年
、
理
事
長

を
務
め
た
。
法
人
の
運
営
、
芸
術
文

化
の
振
興
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
。

渡
部
さ
ん
は
洋
楽
部
長
を
務
め
た

後
、
執
行
理
事
４
期
、
８
年
。
岡
崎

さ
ん
は
理
事
４
期
、
８
年
。
建
部
さ

ん
は
書
道
部
副
部
長
を
務
め
た
後
、

理
事
を
１
期
。
千
葉
さ
ん
は
一
般
社

団
法
人
当
時
、
理
事
を
務
め
、
書
道

部
長
を
４
期
、
８
年
。
坂
内
さ
ん
は

文
芸
部
副
部
長
の
後
、理
事
を
３
期
、

６
年
。い
ず
れ
も
部
の
発
展
を
支
え
、

法
人
の
役
員
と
し
て
、
協
会
全
体
の

運
営
に
貢
献
し
た
。

定
時
総
会
恒
例
の
記
念
講
演
会
が

５
月
21
日
、
仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ
で

開
か
れ
た
。
講
師
は
当
協
会
の
賛
助

会
員
で
落
語
の
寄
席
、
魅
知
国
定
席

「
花
座
」席
亭
の
白
津
守
康
さ
ん（
仙

台
市
在
住
）。
落
語
に
通
じ
た
講
師

白
津
氏
招
き
、
記
念
講
演
会

「
花
座
」
席
亭
、
笑
い
と
と
も
に

ら
し
く
、
ま

く
ら
に
小
噺

に
よ
る
自
己

紹
介
を
置

き
、
な
ぞ
か

け
で
締
め
く

く
る
な
ど
、

笑
い
に
包
ま

れ
た
講
演
と
な
っ
た
。

演
題
は
「
東
北
に
演
芸
の
木
を
育

て
る
」。
約
１
時
間
、ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
を
使
い
な
が
ら
、
落
語
と
の
出
合

い
、
花
座
開
設
の
経
緯
か
ら
芸
術
が

醸
し
出
す
地
域
の
魅
力
ま
で
話
を
広

げ
た
。
噺
家
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
話

術
で
笑
い
を
誘
い
、
落
語
と
寄
席
を

も
っ
と
楽
し
も
う
と
呼
び
掛
け
た
。

白
津
さ
ん
は
会
社
を
経
営
す
る
起

財
務
の
経
験
、
事
業
に
生
か
す

西
村
一
観
執
行
理
事
（
事
業・華
道
）

執
行
理
事
を
初
め
て
拝
命
し
た
の

は
コ
ロ
ナ
禍
中
の
２
年
前
。
そ
の
時

の
財
務
担
当
と
し
て
の
経
験
を
生
か

し
て
協
会
の
事
業
に
臨
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
任
期
中
に
東
北
・
北
海
道
芸

術
文
化
団
体
協
議
会
が
創
立
50
周
年

を
迎
え
、
令
和
６
年
に
は
当
協
会
の

60
周
年
が
控
え
て
お
り
ま
す
。
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
の
動
向
も
見
据
え
、
模

索
を
重
ね
な
が
ら
記
念
事
業
に
向
き

合
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

業
家
で
、
仙
台
商
工
会
議
所
の
青

年
部
立
ち
上
げ
に
尽
力
す
る
な
ど
、

挑
戦
意
欲
が
旺
盛
な
「
改
革
者
」。

斬
新
な
取
り
組
み
の
積
み
重
ね
が
、

２
０
１
８
年
４
月
の
定
席
開
場
に
つ

な
が
り
、
以
来
、
東
北
に
笑
い
の
文

化
を
提
供
し
続
け
て
い
る
。

講
演
で
は
笑
い
の
土
壌
が
乏
し
い

と
さ
れ
る
東
北
の
地
で
、
落
語
を
対

象
に
「
演
芸
の
木
を
育
て
る
」
こ
と

の
意
義
を
強
調
し
た
。

困
難
を
承
知
の
上
の
船
出
。
コ
ロ

ナ
禍
の
試
練
に
も
遭
遇
し
た
。
そ
れ

で
も
め
げ
ず
、目
標
に
突
き
進
む「
笑

い
の
仕
掛
け
人
」
の
心
意
気
、
行
動

力
に
は
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
い
。

芸
協
の
使
命
は
「
芸
術
の
花
を
咲

か
せ
る
」
こ
と
。
当
協
会
の
応
援

団
に
よ
る
心
に
響
く
発
言
と
野
心

的
な
活
動
を
励
み
に
、
連
携
を
深

め
て
、
宮
城
の
芸
術
文
化
の
木
を

育
て
、
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
。

新執行部新執行部
緊張の船出緊張の船出

厚い信頼、厚い信頼、
手腕に期待手腕に期待
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「
芸
術
の
秋
」
な
ら
ぬ
「
芸
術
の

夏
」
が
幕
を
開
け
た
。「
第
59
回
宮

城
県
芸
術
祭
」
が
７
月
９
日
、
せ
ん

だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
始
ま
っ

た
。
展
示
会
場
の
大
規
模
な
改
修
工

事
に
伴
っ
て
、
例
年
の
９
月
下
旬
開

幕
の
日
程
を
大
幅
前
倒
し
し
て
の
実

施
。
勝
手
の
違
い
を
乗
り
越
え
て
、

華
道
、
書
道
（
９
～
12
日
）
を
皮
切

り
に
展
示
系
催
事
が
続
い
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
で
茶
道

は
今
回
も
見
送
ら
れ
る
が
、
長
唄
演

奏
会
が
実
施
に
向
け
て
準
備
が
進
む

な
ど
、
芸
術
祭
は
コ
ロ
ナ
前
の
状
態

に
ま
た
一
歩
近
づ
い
た
。

コ
ロ
ナ
の
動
向
を
慎
重
に
見
定
め

つ
つ
、
各
種
の
規
制
が
一
定
程
度
、

緩
和
さ
れ
て
い
る
状
況
を
受
け
て
、

昨
年
見
送
っ
た
開
会
式
も
実
施
。
初

め
て
会
長
兼
実
行
委
員
長
を
務
め
た

吉
田
利
弘
理
事
長
が
開
会
の
あ
い
さ

つ
。
名
誉
会
長
の
郡
和
子
仙
台
市
長

（
金
子
雅
市
文
化
観
光
局
長
・
代
理

出
席
）
が
祝
辞
を
述
べ
た
。
感
染
防

止
に
努
め
つ
つ
、
式
典
を
盛
り
上
げ

る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
復
活
。
華
や
い

だ
雰
囲
気
を
持
ち
込
む
形
で
、
出
席

者
ら
は
早
々
、
第
Ⅰ
期
の
華
道
、
書

道
の
展
示
会
場
を
回
っ
た
。

開
幕
と
同
時
に
、
待
ち
望
ん
で
い

た
フ
ァ
ン
ら
が
続
々
と
訪
れ
、
情
熱

を
注
ぎ
込
ん
だ
芸
術
作
品
を
堪
能
し

て
い
た
。

メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
は
、
華
道
、

書
道
の
後
、
第
Ⅱ
期
の
写
真
展
、
写

真
公
募
展
「
フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ
ト 

ｉ
ｎ 

Ｓ
ｅ
ｎ
ｄ
ａ
ｉ 

２
０
２
２
」、
絵
画
展

（
公
募
の
部
）、
彫
刻
展
、
彫
刻
公
募

展
（
７
月
16
～
19
日
）、
第
Ⅲ
期
の
絵

画
展
（
23
～
26
日
）
を
組
み
込
ん
だ
。

今
後
、
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
ガ
ラ
コ

ン
サ
ー
ト
（
９
月
25
日
、
日
立
シ
ス

テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台
）、
長
唄
演
奏
会

（
10
月
16
日
、
ト
ー
ク
ネ
ッ
ト
ホ
ー

ル
仙
台
）、
文
芸
祭
（
10
月
22
日
、

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
）、

音
楽
会
（
10
月
28
日
、
日
立
シ
ス
テ

ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台
）、
工
芸
展
、（
併

催
「
杜
の
み
や
こ
工
芸
展
」
と
共
に

11
月
９
～
13
日
、Ｔ
Ｆ
Ｕ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ミ
ニ
モ
リ
）
を
予
定
。
年
明
け
後
の

２
～
３
月
に
は
、
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ

ホ
ー
ル
仙
台
で
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
２
部
門
の
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル（
予

選
、
本
選
）
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

「
フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ
ト 

ｉｎ 

Ｓｅｎ
ｄａ
ｉ

２
０
２
２
」
の
応
募
状
況
が
ま
と

ま
っ
た
。
応
募
者
は
２
７
９
名
、
応

募
点
数
は
１
２
２
２
点
で
、
２
年
度

目
の
昨
年
を
43
名
、
１
６
７
点
上

回
っ
た
。

宮
城
県
芸
術
祭
の
一
環
な
が
ら
一

昨
年
、
河
北
写
真
展
と
統
合
、
継
承

し
、
全
国
公
募

展
と
し
て
再
出

発
。
新
し
さ
が

受
け
た
と
思
わ

れ
る
第
１
回
こ

そ
下
回
っ
た
も

の
の
、
今
回
、

応
募
者
数
、
作
品
数
増
え
る

周
知
徹
底
の
成
果
、
質
も
上
々

大
き
く
盛
り
返
し
た
形
。
ポ
ス
タ
ー

を
制
作
、
各
所
に
配
布
す
る
な
ど
、

応
募
の
呼
び
掛
け
に
努
め
た
こ
と

が
、一
定
の
成
果
を
生
ん
だ
よ
う
だ
。

今
回
は
、「
自
由
」
と
「
東
北
の

風
土
」
の
２
部
門
で
作
品
を
募
集
。

岩
手
県
雫
石
町
在
住
の
写
真
家
、
奥

山
淳
志
氏
を
審
査
員
に
招
い
た
。
河

北
新
報
社
写
真
映
像
部
の
佐
々
木
浩

明
次
長
、加
藤
友
一
理
事
（
写
真
部
）

を
含
め
た
５
名
で
、
６
月
７
日
、
東

京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
の
会

議
室
を
会
場
に
審
査
を
実
施
。
甲
乙

つ
け
難
い
秀
作
の
中
、
入
賞
21
点
、

入
選
91
点
を
選
定
し
た
。

作
品
は
芸
術
祭
写
真
展
と
合
わ
せ

て
、
７
月
16
～
19
日
、
せ
ん
だ
い
メ

デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
展
示
さ
れ
た
。

当
協
会
茶
道
部
は
６
月
29
日
、
せ

ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
の
ス
タ
ジ

オ
シ
ア
タ
ー
で
研
修
会
を
開
催
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
令
和
４
年

度
の
芸
術
祭
に
際
し
て
、
２
、３
年

度
に
続
い
て
茶
会
の
開
催
見
送
り
を

決
め
て
お
り
、
今
回
の
研
修
会
は
代

替
措
置
的
な
扱
い
と
な
る
。

研
修
会
に
は
各
流
派
か
ら
約

１
２
０
名
が
参
加
。
茶
席
に
縁
の

あ
る
方
を
と
い
う
こ
と
で
、「
和
菓

子
ま
め
い
ち
」
店
主
の
幾
世
橋
陽
子

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
お
菓
子
の

話　

創
作
和
菓
子
・
想
像
の
翼
を
広

げ
て
」の
演
題
で
話
し
て
も
ら
っ
た
。

京
都
の
老
舗
で
修
業
を
重
ね
た
和
菓

子
職
人
。
仙
台
市
本
町
に
店
舗
を
開

設
、
和
と
洋
が
融
合
し
た
菓
子
を
世

に
送
り
続
け
、注
目
を
集
め
て
い
る
。

幾
世
橋
さ
ん
は
映
像
を
流
し
つ
つ

講
和
。
和
菓
子
に
携
わ
る
経
緯
に
触

れ
な
が
ら
、
京
菓
子
か
ら
創
作
和
菓

子
作
り
に
至
る
自
身
の
物
語
を
紡

ぎ
、「
日
々
精
進　

日
々
前
進
」
を

大
事
に
「
想
像
の
翼
を
広
げ
る
」
活

動
を
重
ね
ら
れ
る
世
界
の
魅
力
を

語
っ
た
。
参
加
者
は
明
年
以
降
の
茶

会
再
開
に
希
望
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、

お
茶
に
ま
つ
わ
る
教
養
を
深
め
た
。

和
菓
子
職
人
を
招
き
研
修
会

茶
道
部
、
茶
会
の
代
替
事
業
実
施

第59回宮城県芸術祭第59回宮城県芸術祭
異例の７月開幕異例の７月開幕
熱い作品 暑く鑑賞熱い作品 暑く鑑賞

テ
ー
プ
カ
ッ
ト

華
　
道
　
展

書
　
道
　
展
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令
和
４
年
度
東
北
・
北
海
道
芸
術

文
化
団
体
協
議
会
（
芸
文
協
）
の
総

会
並
び
に
交
流
事
業
が
６
月
16
日
、

幹
事
地
区
（
会
長
県
）
の
当
協
会
と

加
盟
団
体
の
事
務
所
等
を
ネ
ッ
ト
で

結
ぶ
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

に
よ
る
ウ
ェ
ブ
会
議
）で
開
催
し
た
。

芸
文
協
は
東
北
・
北
海
道
地
区
の

七
つ
の
総
合
芸
術
文
化
団
体
に
よ
り

構
成
。
２
年
交
代
の
輪
番
制
で
幹
事

を
回
し
て
お
り
、
令
和
４
、５
年
度

は
当
協
会
が
担
当
す
る
。
明
年
、
芸

文
協
創
立
50
周
年
を
迎
え
、
巡
り
合

わ
せ
に
よ
り
記
念
事
業
を
仕
切
る
こ

と
に
な
る
。

総
会
、
記
念
事
業
の
企
画
案
を
協

議
す
る
交
流
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が

収
束
し
切
れ
て
い
な
い
た
め
、
昨
年

度
に
続
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
。

ホ
ス
ト
の
当
協
会
と
各
団
体
が
画
面

を
通
じ
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図

り
、
議
事
を
進

行
し
た
。

総
会
で
は
４

年
度
の
事
業
計
画
（
案
）、
収
支
予

算
（
案
）
な
ど
を
可
決
、
承
認
。
本

年
度
発
行
の
機
関
誌
「
北
斗
」
47
号

の
特
集
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
「
コ
ロ

ナ
禍
の
下
の
文
化
芸
術
活
動
（
仮

題
）」
と
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

た
。
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
新
会

長
に
、
輪
番
の
ル
ー
ル
に
従
い
当
協

会
の
吉
田
利
弘
理
事
長
を
選
任
。
節

目
の
50
年
を
迎
え
る
芸
文
協
を
け
ん

引
す
る
。

総
会
に
続
い
て
実
施
さ
れ
た
交
流

事
業
は
、「
創
立
50
周
年
記
念
事
業

の
企
画
案
の
検
討
」
が
テ
ー
マ
。
各

団
体
が
提
示
し
た
企
画
案
を
集
約
す

る
形
で
、
当
協
会
が
「
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
」
を
軸
と
す
る
ア
イ

デ
ア
を
提
示
、
期
待
の
声
と
と
も
に

大
筋
で
理
解
と
賛
同
を
得
た
。

予
算
の
工
面
と
い
う
課
題
を
見
据

え
つ
つ
、
今
後
、「（
開
催
に
当
た
っ

て
は
、人
選
等
で
）
内
向
き
を
排
し
、

情
報
発
信
の
強
化
に
留
意
し
た
い
」

と
い
っ
た
指
摘
も
踏
ま
え
て
、
よ
り

効
果
的
な
事
業
の
実
施
に
向
け
て
企

画
内
容
を
吟
味
。
随
時
、
他
団
体
と

の
意
見
調
整
を
行
い
、
節
目
の
50
周

年
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
事
業
に
組
み
立
て
る
。

ま
た
、
開
催
県
の
宮
城
県
に
支
援
を

求
め
る
ほ
か
、河
北
新
報
社
に
も
報
道
、

広
報
面
で
協
力
を
求
め
て
い
く
方
針
。

人
口
減
少
、
高
齢
化
、
地
域
経
済

の
低
迷
と
い
っ
た
芸
術
文
化
活
動
を
取

り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
、
共

通
す
る
諸
課
題
が
露
わ
に
な
る
中
で

展
開
さ
れ
る
記
念
事
業
。
連
携
し
て

試
練
の
克
服
に
立
ち
向
か
う
、
ま
さ

に
芸
文
協
リ
ス
タ
ー
ト
の
重
み
を
持

つ
。
心
を
一
つ
に
、
知
恵
と
汗
を
結
集

し
、
魅
力
的
な
計
画
を
立
案
、
次
な

る
50
年
に
突
き
進
む
弾
み
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　

◇

記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県

芸
術
祭
委
員
会
の
席
上
、
芸
術
文
化

を
め
ぐ
る
情
報
交
換
の
中
で
、明
年
、

幹
事
県
と
し
て
け
ん
引
す
る
旨
、
説

明
し
、
理
解
と
協
力
を
要
請
し
た
。

７
月
９
日
に
開
幕
し
た
「
第
59
回

宮
城
県
芸
術
祭
」
で
、
当
協
会
は
会

場
の
案
内
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
刷
り
込
む
な
ど
、
節

目
の
県
制
１
５
０
周
年
を
強
力
に
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

宮
城
県
が
誕
生
し
た
の
は
、
明
治

５
（
１
８
７
２
）
年
２
月
６
日
。
今

年
が
県
制
１
５
０
周
年
に
当
た
る
こ

と
か
ら
、
宮
城
の
歴
史
・
文
化
を
振

り
返
り
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
、

県
内
外
に
宮
城

の
素
晴
ら
し
さ

を
情
報
発
信
す

る
記
念
事
業
を

企
画
し
た
。

当
協
会
は
そ

の
趣
旨
に
賛
同
。

県
制
１
５
０
周
年
ア
ピ
ー
ル

芸
術
祭
で
県
に
全
面
協
力

記
念
事
業
推
進
連
絡
協
議
会
に
加
わ

り
、
１
５
０
周
年
を
祝
う
と
と
も
に
、

携
わ
る
催
事
を
関
連
事
業
と
し
、
周
知

に
全
面
協
力
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
メ
イ
ン
に
位
置
付
け
た
県
芸

術
祭
は
、
県
制
１
５
０
周
年
色
が
漂

う
装
い
。
各
展（
絵
画
、彫
刻
、書
道
、

華
道
）
の
会
場
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ

ア
テ
ー
ク
５
、６
階
の
入
退
場
口
の

案
内
看
板
に
は
、
７
月
26
日
ま
で
の

展
示
系
催
事
の
期
間
中
、
１
５
０
周

年
を
伝
え
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
躍
り
、

ホ
ワ
イ
エ
に
は
宮
城
県
誕
生
１
５
０

年
の
あ
ゆ
み
を
伝
え
る
県
製
作
の
パ

ネ
ル
の
ぼ
り
を
展
示
、
設
置
。
芸
術

祭
の
参
加
者
ら
へ
の
広
報
を
通
じ

て
、
記
念
事
業
の
盛
り
上
げ
に
一
役

買
っ
た
。

作
品
鑑
賞
の
余
韻
に
浸
り
、
高
揚

し
た
面
持
ち
で
展
示
会
場
を
出
て
き

中
国
吉
林
省
と
の
友
好
県
省
締
結

35
周
年
記
念
交
流
事
業
で
、
当
協
会

が
協
力
す
る
文
化
芸
術
交
流
の
実
施

要
領
が
固
ま
っ
た
。
県
と
調
整
を
進

め
、
９
月
21
～
25
日
、
宮
城
県
美
術

館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

既
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
工
芸
、

写
真
の
２
部
門
に
よ
る
交
流
展
と
す

る
方
針
を
決
定
。
か
つ
て
実
施
の
交

流
展
に
参
加
経
験
の
あ
る
会
員
や
役

員
ら
を
中
心
に
作
品
を
制
作
、
展
示

す
る
方
向
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
有

意
義
な
交
流
が
で
き
る
よ
う
、
映
像

を
駆
使
し
た
り
、
写
真
デ
ー
タ
を
基

に
パ
ネ
ル
に
加
工
、
展
示
し
た
り
と

可
能
な
限
り
工
夫
を
凝
ら
す
。

作
品
制
作
な
ど
の
準
備
作
業
は
、

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
に
お
け

る
県
芸
術
祭
展
示
部
門
の
催
事
終
了

を
待
っ
て
本
格
化
。
記
念
事
業
を
盛

り
上
げ
る
開
会
式
は
、
美
術
館
講
堂

で
の
実
施
を
想
定
、
７
月
１
日
に
会

場
を
下
見
し
た
。内
容
に
つ
い
て
は
、

県
と
の
調
整
を
進
め
て
い
る
。

吉
林
省
と
の
文
化
芸
術
交
流

９
月
、
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

明
年
、
仙
台
で
記
念
事
業
実
施

明
年
、
仙
台
で
記
念
事
業
実
施

東
北
・
北
海
道
芸
文
協
創
立

東
北
・
北
海
道
芸
文
協
創
立
5050
周
年
周
年

当
協
会
提
案
の
「
シ
ン
ポ
」
を
軸
に

当
協
会
提
案
の
「
シ
ン
ポ
」
を
軸
に

た
入
場
者
は
、
大
型
の
展
示
パ
ネ

ル
の
前
で
足
を
止
め
、「
宮
城
県
も

１
５
０
歳
に
な
る
ん
で
す
ね
」
な
ど

と
話
し
、
作
品
鑑
賞
と
は
異
な
る
感

慨
を
味
わ
っ
て
い
た
。
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本
年
度
、
８
部
門
の
51
人
が
仲
間

に
加
わ
っ
た
。
高
齢
化
が
進
行
し
、

先
行
き
不
安
が
漂
い
始
め
て
お
り
、

例
年
に
も
増
し
て
新
入
会
員
へ
の
期

待
は
大
き
い
。
多
く
は
宮
城
県
芸
術

祭
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
多
士
済
々
。

同
期
を
代
表
す
る
形
で
、
18
人
が
希

望
の
風
を
吹
き
込
む
べ
く
決
意
の
談

話
を
寄
せ
た
。
４
月
理
事
会
ま
で
に

入
会
が
認
め
ら
れ
た
方
々
で
、
性
別

や
住
所
地
等
を
勘
案
、
調
整
に
よ
る

編
集
委
員
会
の
出
稿
要
請
に
応
じ
た
。

宮
城
県
芸
術
祭
で
の
受
賞
が
ご
縁

で
入
会
と
な
り
ま
し
た
。
選
定
い
た

だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
は
魚
類
・
古
生
物
な

ど
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
生
命
の
輝
き

や
悲
哀
を
自
由
に
生
き
生
き
と
描
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ど
う
ぞ
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
絵
画
部　

及
川
幸
子
・
仙
台
市
）

こ
の
度
は
芸
術
協
会
の
一
員
に
加

え
て
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
い
た
し

ま
す
。人
物
を
描
く
機
会
に
恵
ま
れ
、

一
念
発
起
。
以
来
、
専
心
し
て
き
ま

し
た
。
入
会
を
機
に
、
今
後
は
常
に

変
化
を
求
め
つ
つ
、
自
分
ら
し
い
物

が
描
け
る
よ
う
、
一
層
、
精
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
絵
画
部　

小
泉
留
美
子
・
仙
台
市
）

震
災
後
の
鬱
々
と
し
た
日
々
を

送
っ
て
い
た
折
、
縁
の
あ
る
仙
台
市

で
教
室
に
通
い
始
め
、
素
晴
ら
し
い

出
会
い
に
よ
る
継
続
が
入
会
に
つ
な

が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
大
好
き

な
野
菜
を
モ
チ
ー
フ
に
伸
び
や
か
な

絵
を
描
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
絵
画
部　

風
越
幸
恵
・
南
相
馬
市
）

仙
台
で
絵
を
描
き
始
め
て
10
年
余

り
。
美
大
卒
で
す
が
、
子
育
て
や
母

の
介
護
等
で
制
作
か
ら
遠
ざ
か
っ
て

お
り
ま
し
た
。
今
回
、
宮
城
県
芸
術

協
会
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
光

栄
に
存
じ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
作
品
に

触
れ
て
少
し
で
も
自
分
の
世
界
観
を

広
げ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
絵
画
部　

堤
内
一
美
・
仙
台
市
）

長
い
仕
事
時
代
を
終
え
、
70
歳
か

ら
青
葉
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
で
油
絵
を

学
び
始
め
て
か
ら
６
年
が
た
ち
ま

す
。
先
生
か
ら
は
大
人
し
い
と
指
摘

さ
れ
、
構
成
、
色
彩
選
択
に
汗
が
出

ま
す
。
本
質
に
向
か
う
伸
び
伸
び
し

た
表
現
が
目
標
で
す
。
こ
れ
か
ら
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
絵
画
部　

梨
原
　
宏
・
仙
台
市
）

入
会
を
承
認
賜
り
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
桃
源
会
の
先
生
方
よ
り
近

代
詩
文
の
表
現
や
筆
を
持
つ
こ
と
の

楽
し
さ
を
学
び
、
先
輩
の
励
ま
し
も

あ
り
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

好
奇
心
を
持
ち
続
け
、「
生
き
て
る

線
」
を
目
標
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
書
道
部　

大
友
博
子
・
岩
沼
市
）

祖
父
、
父
と
三
代
続
け
て
の
会
員

と
な
り
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら
何
度
も

拝
見
し
て
き
た
宮
城
県
芸
術
祭
に
出

品
す
る
機
会
を
頂
け
ま
し
た
こ
と
、

大
変
光
栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。
わ
た

し
ら
し
い
も
の
を
発
表
で
き
る
よ
う

に
、
精
い
っ
ぱ
い
作
品
の
制
作
に
励

み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
書
道
部　

加
納
鳴
華
・
大
崎
市
）

好
き
な
こ
と
に
長
い
間
、
地
道
に

取
り
組
ん
で
き
た
結
果
が
評
価
さ

れ
、
仲
間
入
り
が
出
来
た
こ
と
を
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
諸
先
輩
方
の
作

品
を
鑑
賞
す
る
に
つ
け
、自
信
を
持
っ

て
言
え
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
ま

だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

自
己
研
鑽
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
書
道
部　

齋
　
有
韻
・
仙
台
市
）

35
年
ほ
ど
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た

中
塚
仁
先
生
か
ら
お
薦
め
い
た
だ
き
、

入
会
い
た
し
ま
し
た
。
書
を
通
し
て
、

共
に
学
び
、
そ
の
輪
を
広
げ
る
と
い

う
所
属
会
是
の
通
り
、
今
回
、
さ

ら
に
輪
が
大
き
く
な
る
節
目
と
と
ら

え
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
お
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
書
道
部　

佐
藤
玄
風
・
気
仙
沼
市
）

「
一
期
一
会
」、
花
材
と
の
出
会
い

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
良
き
師
と

巡
り
合
い
、
50
年
い
け
ば
な
の
道
を

歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
入

会
の
ご
推
薦
を
い
た
だ
き
、
多
方
面

で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
と
ご

一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
新
た

な
出
会
い
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

（
華
道
部　

菅
野
豊
翠
・
塩
釜
市
）

「
玄
関
に
お
花
を
飾
り
た
い
」
と

い
う
思
い
か
ら
習
い
始
め
た
生
け

花
。
素
敵
な
先
生
と
の
出
会
い
で
長

く
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
今
回
、
入

会
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
新
た
な
気
持
ち
で
作
品
作
り

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
華
道
部　

戸
部
秀
華
・
仙
台
市
）

常
盤
木
学
園
を
経
て
東
京
音
楽
大

学
、
同
大
学
院
で
学
び
を
重
ね
、
現

在
は
仙
台
に
戻
り
、
ソ
ロ
、
室
内
楽

を
中
心
に
演
奏
活
動
を
し
て
お
り
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
今
後
も
真
摯
に
音
楽
に
向
き

合
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
洋
楽
部　

早
坂
有
里
亜
・
仙
台
市
）

50
年
以
上
能
楽
に
携
わ
り
、
宮
城

宝
生
会
会
長
、
仙
台
市
能
楽
振
興
協

会
副
会
長
の
任
に
あ
り
ま
す
。
古
伝

居
合
の
普
及
活
動
に
も
関
係
し
て
お

り
ま
す
。
今
般
、
お
仲
間
に
加
え
て

い
た
だ
き
、
皆
さ
ま
と
共
に
文
化
振

興
に
尽
力
い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
演
劇
部　

村
上
良
信
・
仙
台
市
）

こ
れ
ま
で
短
歌
結
社
「
群
山
」
で

表
現
の
喜
び
を
感
じ
つ
つ
、
学
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
10
人
ほ
ど

の
短
歌
グ
ル
ー
プ
に
も
所
属
し
、
吟

行
や
食
事
会
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
多
く
の
人
に
短
歌
の
魅
力
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
文
芸
部　

戎
野
ゆ
き
子
・
仙
台
市
）

坂
内
佳
禰
現
参
事
と
の
出
会
い
に

よ
り
俳
句
結
社
「
河
」（
角
川
春
樹

主
宰
）
に
加
わ
り
、
俳
人
協
会
員
に

推
挙
さ
れ
た
こ
と
が
入
会
の
き
っ
か

け
で
す
。
常
に
謙
虚
で
心
豊
か
に
句

作
り
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
文
芸
部　

川
原
友
記
子
・
仙
台
市
）

人
間
だ
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
は
当

た
り
前
―
だ
ろ
う
か
と
の
思
い
か
ら

十
七
文
字
の
世
界
に
飛
び
込
み
、
10

年
余
に
な
り
ま
す
。川
柳
で
は
な
い
、

「
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｙ
Ｕ
―
」を
目
指
し
て
、

適
度
に
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
イ
ラ

ス
ト
Ｓ
Ｎ
Ｒ
Ｙ
Ｕ
―
の
本
を
出
す
こ

と
が
目
標
で
す
。

（
文
芸
部　

三
浦
幸
司
・
利
府
町
）

定
年
退
職
を
機
に
始
め
ま
し
た
の

で
、
浅
い
経
験
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

撮
影
写
真
を
基
に
し
た
俳
句
作
り
も

楽
し
く
、「
切
り
口
」
に
共
通
点
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
日
常
生
活
の
中

で
出
会
っ
た
事
柄
を
材
料
に
、
自
分

な
り
の
表
現
を
追
求
し
て
ま
い
り
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
写
真
部　

大
友
紀
夫
・
仙
台
市
）

コ
ロ
ナ
禍
で
創
作
の
目
途
が
立
た

な
く
な
っ
た
り
、
度
重
な
る
自
粛
で

行
動
が
制
限
さ
れ
た
り
、
震
災
時
と

は
異
な
っ
た
滞
る
も
の
を
実
感
。
原

材
料
費
の
高
騰
も
あ
り
、
撮
影
し
づ

ら
く
な
る
ば
か
り
で
す
が
、
培
っ
た

志
の
下
、
創
作
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
写
真
部　

氏
家
国
浩
・
大
崎
市
）

期
待
の
新
星　
組
織
に
活
力

入
会
も
早
々
、
決
意
の
初
心
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令和３年度正味財産増減計算書［決算］
（令和３年４月１日～令和４年３月31日）

科　　目
公益目的事業会計

他事業会計 法人会計 合　計
公　１ 公　２ 公　３ 公益共通 公益小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部  

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 0 0 0 200 200 0 0 200

受取入会金 0 0 0 460,000 460,000 0 460,000 920,000

受取会費 0 0 0 11,745,000 11,745,000 1,793,870 7,931,130 21,470,000

事業収益 4,643,750 1,394,500 0 0 6,038,250 0 0 6,038,250

受取補助金等 200,000 130,000 0 0 330,000 0 0 330,000

受取負担金 11,818,500 500,000 0 0 12,318,500 0 0 12,318,500

受取寄付金 23,300 40,000 0 100,000 163,300 0 0 163,300

雑収益 250,000 0 0 2,004 252,004 0 0 252,004

経常収益計 16,935,550 2,064,500 0 12,307,204 31,307,254 1,793,870 8,391,130 41,492,254

（２）経常費用

事業費 25,107,965 5,017,347 1,126,961 220,000 31,472,273 1,793,870 0 33,266,143

管理費 0 0 0 0 0 0 6,630,915 6,630,915

経常費用計 25,107,965 5,017,347 1,126,961 220,000 31,472,273 1,793,870 6,630,915 39,897,058

当期経常増減額 △ 8,172,415 △ 2,952,847 △ 1,126,961 12,087,204 △ 165,019 0 1,760,215 1,595,196

２．経常外増減の部   

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替額 9,008,622 2,952,847 1,126,961 △ 11,314,215 1,774,215 △ 14,000 △ 1,760,215 0

当期一般正味財産増減額 836,207 0 0 772,989 1,609,196 △ 14,000 0 1,595,196

一般正味財産期首残高 5,141,680 0 0 41,563,121 46,704,801 45,500 0 46,750,301

一般正味財産期末残高 5,977,887 0 0 42,336,110 48,313,997 31,500 0 48,345,497

Ⅱ　指定正味財産増減の部 　

受取寄付金 110,000 0 0 0 110,000 0 0 110,000

一般指定財産への振替額 30,000 0 0 0 30,000 0 0 30,000

当期指定正味財産増減額 80,000 0 0 0 80,000 0 0 80,000

指定正味財産期首残高 40,000 0 0 0 40,000 0 0 40,000

指定正味財産期末残高 120,000 0 0 0 120,000 0 0 120,000

Ⅲ　正味財産期末残高 6,097,887 0 0 0 48,433,997 31,500 0 48,465,497

ａ：公益目的事業経常費用計 ｂ：当年度年間全体経常費用 公益目的事業比率（a ／ b）

31,472,273 39,897,058 79%

仙
台
市
の
出
版
社
「
荒
蝦
夷
」
代

表
で
作
家
の
土
方
正
志
氏
に
、『
日

本
の
ミ
イ
ラ
仏
を
た
ず
ね
て
』
と
い

う
著
作
が
あ
る
。
日
本
各
地
の
即
身

仏
を
訪
ね
歩
い
た
異
色
の
ル
ポ
と
し

て
名
高
い
。今
年
の
文
学
散
歩
で
は
、

即
身
仏
が
集
中
し
て
い
る
山
形
県
庄

内
地
方
に
足
を
延
ば
し
、
10
月
６
、

７
日
の
１
泊
２
日
の
日
程
で
湯
殿
山

大
日
坊
（
鶴
岡
市
）、
海
向
寺
（
酒

田
市
）
の
２
寺
な
ど
を
訪
ね
る
。
土

中
入
定
し
た
上
人
た
ち
に
ま
つ
わ
る

伝
承
と
、
守
り
継
ぐ
人
々
、
湯
殿
山

信
仰
秘
話
に
耳
を
傾
け
る
。

そ
の
ほ
か
の
見
学
先
、
初
日
の
文

翔
館
（
山
形
市
）
は
旧
山
形
県
庁
舎
。

県
庁
移
転
後
、
国
の
重
文
指
定
を
受

け
、
大
正
初
期
の
建
造
当
時
の
姿
に

戻
さ
れ
た
。
近
く
て
知
ら
な
い
意
外

な
穴
場
。
加
茂
水
族
館
（
通
称
く
ら

げ
館
・
鶴
岡
市
）
で
は
、
日
本
海
の

夕
陽
も
楽
し
み
だ
。

２
日
目
は
藤
沢
周
平
記
念
館
（
鶴

岡
市
）、土
門
拳
記
念
館
（
酒
田
市
）、

日
和
山
公
園
文
学
散
歩
道
（
同
）
を

コ
ー
ス
に
組
み
入
れ
た
。

今
回
、
コ
ロ
ナ
対
応
と
し
て
温
泉

旅
館
宿
泊
を
避
け
た
。
一
人
一
室
、

鶴
岡
市
中
心
部
の
シ
テ
ィ
ー
ホ
テ
ル
、

東
京
第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡
を
利
用
す
る
。

参
加
費
３
万
２
千
円
。
申
し
込
み

は
９
月
15
日
（
木
）
ま
で
。
定
員
40

名
、
先
着
順
。

文
学
散
歩
参
加
者
募
集

「
秋
の
庄
内
と
ミ
イ
ラ
寺
」
１
泊
２
日
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令和３年度事業報告
（１）宮城県芸術祭の開催【公益目的事業１】　　

事業種別 事 業 名 期　日 会　　場 入場者数 作品点数・出演会員等
芸 術 祭 全 体 表 彰 式 11/25 ホテルメトロポリタン仙台 119名

展 示 関 係 事 業

華 道 展 9/25 ～ 9/28 せんだいメディアテ－ク5F 1,650名 42点

書 道 展 9/25 ～ 9/28 せんだいメディアテ－ク5・6F 2,780名 259点

写 真 展 10/2 ～ 10/5 せんだいメディアテ－ク5F 1,831名 68点

彫 刻 展 10/2 ～ 10/5 せんだいメディアテ－ク6F 1,586名 23点

絵 画 展 10/9 ～ 10/12 せんだいメディアテ－ク5・6F 5,300名 日本画29点・洋画175点・役員等76点

工 芸 展 10/28 ～ 11/1 TFUギャラリーミニモリ 1,928名 61点

文 芸 関 係 事 業

文 学 散 歩 10/7 石巻・東松島方面 － 参加者21名

「宮城県文芸年鑑」発行 10/15 － － 700部発行

文 芸 祭 10/23 東京エレクトロンホール宮城 63名 －

人 材 育 成 事 業

フォトサミットin Sendai 2021 10/2 ～ 10/5 せんだいメディアテ－ク5F 1,831名 応募（人数）1,055点（236名）

絵 画 展（ 公 募 の 部 ） 10/2 ～ 10/5 せんだいメディアテ－ク6F 1,586名 82点

彫 刻 公 募 展 10/2 ～ 10/5 せんだいメディアテ－ク6F 1,586名 応募13点、入選10点

第41回音楽コンクールガラコンサート 10/7 仙台銀行ホールイズミティ21 323名 出演受賞者21名　芸術協会管弦楽団28名

第42回音楽コンクール
予選：2/13

日立システムズホール仙台
－ ピアノ部門：160名　ヴァイオリン部門：31名

本選：3/13 － ピアノ部門： 73名　ヴァイオリン部門：47名

写 真 セ ミ ナ ー 会場：協会会議室・せんだいメディアテーク、３回開催（①7/2②7/9③7/16）、参加者計42名

（２）芸術文化の振興に関する展覧会、講演会、研究会、発表会などの主催又は後援【公益目的事業２】
事業種別 事 業 名 期　日 会　　場 入場者数 作品点数・出演者等

鑑賞機会提供事業 第58回 宮 城 県 芸 術 祭
絵 画 展 受 賞 者 作 品 展 12/14 ～ 12/20 東京エレクトロンホール宮城 545名 会員の部42点・公募の部19点

［共催：（公財）宮城県文化振興財団］

人 材 育 成 事 業

第１回宮城県各流子ども舞踊発表会 6/27 戦災復興記念館 140名 出演：10社中　26名
［主催：（公社）日本舞踊協会宮城支部］

第２回杜のみやこ工芸展 10/28 ～ 11/1 TFUギャラリーミニモリ 1,928名
応募作品数（人数）：202点（168名）
［共催：河北新報社、（公財）河北文化事
業団、（公財）宮城県文化振興財団］

第８回定禅寺フォトコンテスト 12/6 ～ 12/12 東京エレクトロンホール宮城 251名 応募129点内、入賞・入選44点
［共催：（公財）宮城県文化振興財団］

後 援 事 業 「河北書道展」等、本協会に本年度申請された64件の作品展や演奏会に対し、後援名義の使用許可及び賞交付（賞状や賞品等）を行った。

（３）国内及び国外との芸術文化の交流【公益目的事業３】
事業種別 事 業 名 期　日 会　　場 入場者数 備　　考

東北・北海道芸術文化
団体協議会交流事業

「芸術文化活動におけ
る次世代育成、後継者
育成」の事例紹介

6/17 （Zoomによるオンライン形式） －

幹事地区：岩手県（一般社団法人岩手県芸
術文化協会）
事例紹介地区：宮城県（本協会）、山形県（山
形県芸術文化協会）、福島県（福島県芸術
文化団体連合会）

（４）会員の資質向上のための研修会等の実施及び調査研究並びに出版物の刊行など【他事業】
事業種別 事 業 名 期　日 会　　場 入場者数 備　　考

研 修 会 講 演 会 6/12 仙台市福祉プラザ 76名 講師：熊谷　達也　氏　　演題：「言葉を屠る」

発 行 機関紙「はなやま」発行 年間4回発行：228号（5/13）・229号（7/30）・230号（11/1）・231号（1/31）　各2,550部発行

◎本年度中止事業について
事　業　種　別 事　　業　　名 担　当　部　門

公益目的事業１
(宮 城 県 芸 術 祭)

演 奏 関 係 事 業 長唄演奏会 邦楽部（長唄）

茶会 茶道部

公益目的事業２
(主催・後援事業)

伝 統 文 化 体 験 事 業 第24回杜のみやこ大茶会 茶道部

鑑 賞 機 会 提 供 事 業 みやぎミュージックフェスタ 洋楽部

人 材 育 成 事 業 県民との美術交流・ギャラリートーク 絵画部

人 材 育 成 事 業 書道部による県内小中学校への講師派遣事業 書道部

人 材 育 成 事 業 宮城県子供三曲演奏会 邦楽部（三曲）

他 事 業
研 修 絵画部スケッチ研修会 絵画部

研 修 講演会 協会全体
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ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

は
い
ま
だ
収
束
の
気
配
が
見
え
ま
せ

ん
。
前
時
代
的
な
暴
挙
は
、
誰
の
欲

望
を
満
た
す
所
業
な
の
で
し
ょ
う

か
。
理
解
不
能
で
す
。
戦
争
は
尊
い

人
命
を
奪
い
、
長
い
営
み
が
育
ん
だ

美
し
い
都
市
や
田
園
を
破
壊
し
、
絶

望
と
悲
し
み
し
か
生
ま
な
い
と
い
う

の
に
…
▼
国
連
に
期
待
す
る
声
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
実
態
は
第
二
次
世

界
大
戦
の
戦
勝
国
連
合
。そ
の
一
つ
、

ロ
シ
ア
の
横
暴
を
制
す
る
こ
と
さ
え

で
き
ま
せ
ん
。
幻
想
に
し
か
過
ぎ
な

い
国
連
は
お
金
が
支
配
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
に
深
く
関
わ
る
世
界
保
健

機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
な
ど
下
部
機
関
も

同
じ
で
す
▼
日
本
の
周
辺
に
は
核
を

脅
し
に
使
う
国
が
複
数
あ
り
ま
す
。

か
の
国
の
惨
状
を
対
岸
の
火
事
の
ご

と
く
に
見
て
い
る
な
ら
ば
、
日
本
人

は
何
と
呑
気
な
こ
と
か
。
祖
国
は
自

分
た
ち
の
手
で
守
る
と
の
気
概
を
持

ち
た
い
も
の
で
す
▼
芸
協
は
過
日
、

新
理
事
長
の
下
、
創
立
60
年
に
向
け

て
船
出
し
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
の

未
来
を
守
り
継
ぐ
力
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
芸
術

文
化
は
「
世
界
の
共
通
語
」。
平
和

構
築
の
基
盤
に
も
な
り
得
る
の
で
す

か
ら
。�

（
英
）

後
　
　
　
援

☆
加
納
鳴
鳳
小
品
展

　

5
月
20
～
23
日

　

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☆
第
57
回
宮
城
水
彩
展
「
栗
原
展
」

　

5
月
27
日
～
6
月
5
日

　

栗
原
文
化
会
館

☆
第
28
回
宮
城
独
立
美
術
展

　

6
月
3
～
8
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
67
回
全
国
公
募
圖
南
書
道
展

　

6
月
25
～
29
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
39
回
新
芸
術
東
北
展

　

6
月
25
～
29
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
美
里
工
芸
作
家
グ
ル
ー
プ
展

　

6
月
25
日
～
7
月
3
日

　

美
里
町
近
代
文
学
館

☆�

（
公
社
）
日
本
舞
踊
協
会
宮
城
県
支

部
第
34
回
各
流
舞
踊
公
演

　

6
月
26
日

　

電
力
ホ
ー
ル

☆
第
71
回
登
米
芭
蕉
祭
俳
句
大
会

　

6
月
26
日

　

登
米
公
民
館

☆
第
52
回
展
蔵
王
写
生
会

　

7
月
1
～
6
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

天
の
赦
す
と
こ
ろ
、
再
び
～
7
年
ぶ

り
の
同
窓
会
コ
ン
サ
ー
ト
～

　

７
月
５
日　

パ
フ
ィ
オ
う
わ
じ
ま

　

7
月
7
日　

自
由
学
園
明
日
館

　

7
月
9
日　

ラ
イ
ブ
ド
ー
ム

ST
A

RD
U

ST

☆�

全
国
や
き
も
の
フ
ェ
ア
in
み
や
ぎ

２
０
２
２

　

7
月
14
～
18
日

　

夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ

☆
第
46
回
素
心
書
道
会
書
展

　

８
月
18
〜
21
日

　

宮
城
県
美
術
館

☆
第
46
回
教
育
書
道
学
生
部
展

　

８
月
18
〜
21
日

会
務
報
告

【
監
事
会
】
4
月
11
日

・
令
和
3
年
度
事
業
報
告
及
び
会
計
監
査

【
第
1
回
理
事
会
】
4
月
15
日

・�

令
和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
に
つ
い
て

・
役
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

・
令
和
４
年
度
定
時
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

・
正
会
員
の
入
会
に
つ
い
て

・
賛
助
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

【
第
2
回
理
事
会
】
5
月
21
日

・
理
事
長
及
び
執
行
理
事
の
選
定
に
つ
い
て

・
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

・
参
事
の
推
薦
に
つ
い
て

・
正
会
員
の
入
会
に
つ
い
て

【
第
1
回
部
長
会
議
】
6
月
8
日

・�

第
59
回
宮
城
県
芸
術
祭
に
つ
い
て

（
第
59
回
宮
城
県
芸
術
祭
実
行
委
員
会
）

事
務
局
日
誌

山
本
、
鈴
木
２
氏
が
最
高
賞　

山
本
、
鈴
木
２
氏
が
最
高
賞　

３
年
ぶ
り
河
北
美
術
展
で
快
挙

３
年
ぶ
り
河
北
美
術
展
で
快
挙

　

宮
城
県
美
術
館

☆
２
０
２
２
日
洋
会
東
北
支
部
展

　

8
月
30
日
～
9
月
4
日

　

宮
城
県
美
術
館

☆�

公
益
社
団
法
人
俳
人
協
会
第
33
回
東

北
俳
句
大
会
・
宮
城
大
会

　

9
月

☆
第
69
回
河
北
書
道
展

　

9
月
3
～
6
日
、
9
月
9
～
12
日

　

Ｔ
Ｆ
Ｕ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ミ
ニ
モ
リ

☆�

チ
ル
コ
ロ
・
マ
ン
ド
リ
ニ
ス
テ
ィ
コ
・

フ
ロ
ー
ラ
第
57
回
定
期
演
奏
会

　

9
月
10
日

　

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆�

２
０
２
２
仙
台
オ
ペ
ラ
協
会
第
46
回

記
念
公
演
「
コ
ジ・フ
ァ
ン・ト
ゥ
ッ
テ
」

　

9
月
18
～
19
日

　

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆�

髙
橋
麻
子
企
画
音
楽
の
旅
第
16
弾
～

シ
ョ
パ
ン
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
と
エ
レ
ク

ト
ー
ン
と
共
に
～

　

9
月
19
日

　

常
盤
木
学
園
高
等
学
校

☆�

ト
リ
オ
仙
台
ト
リ
オ
リ
サ
イ
タ
ル
シ

リ
ー
ズ

　

9
月
27
日

　

宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

（
事
務
局
に
連
絡
が
あ
っ
た
も
の
）

◇
河
北
美
術
展

〈
日
本
画
の
部
〉
▽
宮
城
県
知
事
賞
＝
梅
森

さ
え
子
▽
一
力
次
郎
賞
＝
庄
子
幸
一
▽
東
北

放
送
賞
＝
石
堂
智
子
▽
宮
城
県
芸
術
協
会
賞

＝
櫻
井
伸
子
▽
東
北
電
力
賞
＝
富
樫
清
子
▽

新
人
奨
励
賞
＝
千
葉
え
つ
子
▽
審
査
員
奨
励

賞
＝
荒
井
静
子
▽
奨
励
賞
〔
小
品
枠
〕
＝
橋

本
道
代
〈
洋
画
の
部
〉
▽
Ｊ
Ａ
Ｌ
賞
＝
伊
藤

信
義
▽
秋
田
県
知
事
賞
＝
佐
治
紅
実
▽
福
島

県
知
事
賞
＝
其
田
マ
サ
▽
宮
城
県
教
育
委
員

会
教
育
長
賞
＝
町
田
美
野
▽
一
力
次
郎
賞
＝

菅
原
典
子
▽
東
北
放
送
賞
＝
大
阪
祥
春
▽
宮

城
県
芸
術
協
会
賞
＝
数
本
奈
智
子

◇
春
の
院
展

▽
入
選
＝
山
本
政
彰

◇
第
36
回
日
洋
展

▽
塗
師
祥
一
郎
賞
＝
吉
田
利
弘
▽
会
友
賞
＝
千

田
秀
子
▽
会
員
推
挙
＝
渥
美
裕
司
▽
会
友
推
挙

＝
池
田
ミ
チ
▽
大
作
部
門
入
選
＝
渥
美
裕
司
、

大
槻
弘
子
、
小
野
寺
静
子
、
佐
藤
美
子
、
千

田
秀
子
、
林
し
づ
子
、
三
浦
良
己
、
矢
野
奈
津

子
、
生
天
目
恵
美
子
、
池
田
ミ
チ
、
千
葉
裕
子

◇
第
74
回
三
軌
展

▽
会
友
優
賞
＝
大
内
隆
▽
秋
田
県
由
利
本
荘
市

亀
田
城
佐
藤
八
十
八
美
術
館
賞
＝
小
野
由
貴
子

◇
第
57
回
宮
城
水
彩
展

〈
一
般
の
部
〉
▽
奨
励
賞
＝
堀
英
敏

◇
第
１
０
９
回
日
本
水
彩
展

〈
一
般
の
部
〉
▽
入
選
＝
堀
英
敏

◇
第
62
回
東
日
本
伝
統
工
芸
展

〈
陶
芸
〉
▽
入
選
＝
岩
井
純
〈
諸
工
芸
〉
▽
奨

励
賞
＝
種
澤
有
希
子
▽
入
選
＝
佐
瀬
た
か
子

受
　
贈
　
書
（　

）
は
寄
贈
者

『
句
集　

花
仙
人
掌
』（
熊
沢
れ
い
子
）

謹
　
弔

茶
道
部
（
織
田
流
煎
茶
道
）

�

高
橋
南
鶴　

殿

令
和
3
年
12
月
24
日

書
道
部�

髙
橋
華
苑　

殿

2
月
19
日

書
道
部�

大
場　

修　

殿

2
月
27
日

絵
画
部
（
洋
画
）�

佐
藤
和
達　

殿

4
月
19
日

茶
道
部
（
裏
千
家
）

大
和
田
宗
嬌　

殿

6
月
1
日

絵
画
部
（
日
本
画
）

�

宮
村
光
月　

殿

6
月
7
日

文
芸
部
（
俳
句
）

�

野
田
青
玲
子　

殿

6
月
14
日

文
芸
部
（
短
歌
）�

原
田
夏
子　

殿

7
月
11
日

文
芸
部
（
短
歌
）�

森　

冴
美　

殿

７
月
20
日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た「
第

83
回
河
北
美
術
展
」
に
お
い
て
、
会

員
の
山
本
政
彰
さ
ん
が
日
本
画
で
、

鈴
木
千
津
さ
ん
（
運
営
委
員
）
が

洋
画
で
最
高
賞
の
河
北
賞
に
選
ば
れ

た
。
会
員
が
２
部
門
で
同
時
に
頂
点

を
射
止
め
る
の
は
、
ま
れ
に
み
る
快

挙
だ
。
入
賞
者
も
多
数
に
上
り
、
特

に
、
日
本
画
部
門
は
ほ
ぼ
独
占
状
態
。

11
人
の
う
ち
実
に
９
人
を
占
め
た
。

河
北
賞
以
外
の
入
賞
者
は
下
段
の

通
り
。
入
選
者
は
１
０
０
名
を
上

回
っ
て
お
り
、掲
載
を
見
送
り
ま
す
。


